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ロ圃ゆゅ三題噺・ 連載その九十五  和光大学附属梅根記念図書館の巻
インターネットは
便利な道具ではあるけれど…
    ◆
    荒 谷 宏 美 ・ 石 谷 エ ル 子
  和光大学は「人間関係学部」「表現学部」「経済学部」
の3学部で構成される総合大学で学生数約3，800彩，人
文系ではあるが，ILLの文献取り寄せでは，医学や環境
問題など自然科学分野の資料の需要も少なくない。蔵書
冊数は約34万冊で，一部を除き，ほぼ全開架である。
1984年4月に開館した現在の建物は，地上イ階・地下1
階で，バリア・フリーの環境を実現している。3階のメ
イン・カウンターで，すべてのサービスを提供している
ので，貸出返却などの“動的な”作業環境と同居した形
で参考業務を行うことになるため，利用者がじっくり相
談できるような雰囲気づくりを心がけている。また，午
前・午後・夜間のコマを全館員のローテーションで運営
しているため，レファレンスもバトン・リレーのよう
に，何人もの館員の手と頭を経て解決する事例が多い。
  近年はネットにっながったパソコンなしの調査は考え
られないが，しかしそれだけでは不十分であり，あらゆ
る資料を参照しつつ粘り強く取り組むことが大切，とい
う事例を三題（たまたま文学関係となった）ご紹介する。担
当した館員はそれぞれ別々で，複数でかかわったものも
あることをお断りしておく。
    その1ー ―
    「ミセスコルキス亅とは誰か？
  永廾荷風の著作（『荷風全集第17巻』岩渡書店p．170
173)に記述があり，明治初期に旧松江藩邸内で女学校の
教師をしていたらしいのだが人物事典やネット検索もし
たが，見っからなかったとのこと。まずは質問者が調査
済みのものを含め，参考資料を「本当に載ってない？」
と，なかば疑って調査。どこにも記述なし。疑って申し
訳ない気持ち。次にくGoogle冫を用いて調査。「コルキ
ス」で検索するも紀元前にコーカサス地方に存在してい
たらしい「コルキス王国」に関する情報ばかり。「コルキ
ス」は外来語なので，多様な日本語表現や原綴りによる
検索（「コルチス」FKolchisJ厂Colchis」…）を試みるも，収
穫なし。やけっぱちになって質問者の「明冶」「女学校」
という言葉にすがり「明冶女学校」の校史にあたるが，
やはり収穫なし。
  ここで「ミセスコルキス亅に拘泥していてはだめだと
いう予感がして，出典にある「旧松汀藩邸」にっいて
ネットで調べていくうちに「松江」の鬨彩は「出雲」で
あることから「雲州屋敷」と呼ばれていたことがわかっ
た。そこで「雲州屋敷」を開校の地としている女学校は
ないか？と再びネット検索。「東京女学館」創立（1886年）
の地であると判明！当館所蔵の『東京女學館百年史』に
あたると年譜に「力口ライン・力一クス亅という人物が
開学当初に携わっていた記録あり。「カルクス館長」とい
う表現も。なるほど「コルキス」は英語風に読むと「カー
クス」になるのかもしれない。出典にミセスコルキスが
喪服を着ていた描写があり，かっ『白・年史』には彼女が
「未亡人だった」のnd述もあるので同一人物と推定。
  後u，質問苦が東京女学館に照会し，ミセスコルキス
（カ口ライン・カークス）が東京女学館の関係者であったこ
とを 確 認 し た報 告を受 け，レ ファ レンス 終了。
〇反省点など
・基本である出典を，最初からもっと丁寧に見ておくべ
  きだった。
．「コルキス」が外来語だと意識したまではよかったが
  「英圃」の婦人だと書いてあるのに「コルキス」の「英
  園風」の門本語読みまでは思い至らなかったこと。思
  い至ってもネットでは見っからなかったと思われる
  が。
・いくらなんでも「明治女学校」で見っけようなどとは
  ムシが良すぎる話であること。
  二っの図にまたがった文化を持つ作家の作品を読んで
レポ―トを書く課題が出たので，講義で紹介された作家
以外にネットで「バイリンガル」をキーワードに検索し
てみたが，なかなか児っからなぃとのこと。できれば一
覧できるものがほしいというので，まず“二っの国”と
いうのが何をさすのか尋ねてみると，「たとえば生まれ
た国と現在生活している国が違っていて，異なる文化を
体験した作家が書いている作品などのこと」だという。
異なる 文化 を持っ とい う概念 が幅 広いた め， いくっか
キーワ ―ドを設定して探せるのではなぃかと提案し，関
連の 図 書 や Webサイ トを一 緒に 探すこ とに 。キー ワ―
ドには ，亡命した作家や民族的な問題を扱った作家，マ
イノル ティの文学や多文化園家の文学などを提示。質問
斉は「バイリンガル」という言葉にとらわれてしまって。
他のキーワードが恩いっかなかったらしい。
  まずく NII“Webcat Plus”冫の連想検索機能を使って
「異なる文化をもっ作家」で検索。が，件数が多く判別に
時間がかかってしまう。次にく本やタウン冫（日販データ
ベ―ス）で検索。ここは内容紹介部分も検索対象となって
いるため便利である。「亡命＊作家」「多文化＊文学」な
どで探 してみると，何点か使えそうな図書があり，本学
所蔵も確認。質問者はその内『亡命文学論』（作品社）と
『多文化主義で読む英米文学』（ミネルヴァ葺房）を見てみ
たいと書架に。
  さらに ，く Google冫 で同じ よう に検索 して みると参
考にな りそうなサイトはあったが，本人の望むような・
覧表は 見当 たらな かっ た。っ いでに「O〇系アメリカ文
学」や 「日系作家」のように個別に引いてみると名前の
出てく るものがあるが効率がよくない。そこで発想を変
えて，『アメリカ文学研究資料事典』（南雲覚）などの文学
辞典類で探してみることに。すると，『ユダヤ文学の巨匠
たち』（関西書院）『アジァ系アメリカ文学』（世界思想朴，
大阪教 育鬨 書）な どあ り。ま た『 世界x現 在x文 学作家
ファイル』（園書刊行会）は作家の略歴が見やすく参考に
なりそう。再度訪ねてきた質問者に経過を説明。『世界x
… 』 は 特 に 使 え そ う だ と い う こ と で 一 件 落 着 。
〇感想など
  概念が 漠然としている場合は何を求めているかをよく
聞き取 るこ とが人 切。 この場 合も 話をし ，こ ちらから
キーワ・―ドを引き出すことで，質問者も何を探したらい
いかが 見えてきたようだ。これから卒論も書こうという
学生だ ったので，こちらが答えを見っけてしまうのでは
なく， 自分で探す方法を覚えてもらいたいと細かい調査
経過も 伝えた。日々，情報環境が変化し，今まで得られ
なかっ た情報がある日突然探せるようになっていたりす
る時代 。この時もくNII“Webcat Plus”冫の連想検索機
能が使 えるようになった裂日で，自分でも使いこなせて
いなか ったという反省もある。これから情報網の発達に
どう対応していくかも課題であると思う。
  初めの質問は「Lillian Hellmanの戯曲“Toys in the
attic”（邦題は『犀根裏部屋のおもちゃ』）にっいての論文を
見たい」というものだったので，雑誌記事索引のデ一夕
べ ―スで 検索 。ヘル マン に関す る論 文はいくっかあっ
て，見てもらったがピタりのものはなし（ここまでの時点
凶 書館 雑 誌 Vol． 97．No.1  45
でかなり時間が経過）。当館所蔵のへルマンに関する図書
は調 査済み のよ うだったので，演劇・文学関係の参考図
書にあたる。『イギリス・アメリカ演劇事典』（新水社）に
「1960年ニュ―ヨーク，ハドソン劇場で初演」という記述
があ るので ，質 問者に示すと「実は今週末の研究会で使
いた いので 劇評 がほしい。できれば初演のを」という返
・事。時間がない！再び猛烈なネット検索開始（この辺の行
程は複数名で…）。どうやらエアロスミス（口ック・バン
ドで す〕に 同名 のアルバムがあるらしく，紛らわしい。
と も かく手 を変 え，品 を変 え，や って みたが ，初 演の
revlewは 見っけ られ ず，最 近の もの(Berkshire Thea-
terで上 演） があっ たの で，そ の他 いくっか関連のぺ―
ジをE‖刷して，やむなく終了。
  こう いう 事例は ，時間が経過しても，心に引っかかる
ものが残るのが職業上の性。後日（とし、うかこの原稿を書く
た め 〕冉調 査を 試みる 。ま ず洋書 の参 考図書 を探 索。
『McGraw-Hill encyclopedia of world drama』のHell・
man， Lの 項 目 で ，初 演 の H付 の 記 述 を 見 っ ける (Feb.
25，1960)。ここまでわかると，たとえば新聞とかに劇評が
載り そう… とい う予感も。同時にくGoogle冫で“toysin
the attic hellman 1960”と入れて検索をかけ，片端から
開 い て見 て い く と ， こ の 初演 は そ の 年 の Tony Award
を始 め，か なり 高い評価を得たへルマンの代表作である
こと が浮か び上 がってくる。そして，アリゾナの高校の
教師 が生徒 のた めに教材として提供しているサイトに行
き着 き，“ New York Herald Tribune，March 6,1960”
に 掲 載の劇 評ら しきも のが 一部引 用さ れてい るの を発
見！ 残念な がら 当館で は所 蔵して いな ぃので，ILLで取
り寄 せる手 はず を勇んでしたのだが…。どうやら目録情
報上では圏内では入・手が困難と判明。読者諸氏でお持ち
の 方 がおら れた ら，お 知ら せいた だけ るとう れし いで
す。
〇感想など
  この 事例 がまさ に「バトン・リレー亅の典型で，複数
でか かわっ たた めに，記録が正確でなかったり，質問の
意図 がゆが めら れたりで，たくさんの情報が得られると
同 時 に， 回 り 道 を し て 時 間を ロ ス す る 場 合 もあ る。
  難問なほど，腕が鳴るし，目的の情報に到達できたと
きの喜びは興利に尽きる。しかし，その逆の場合の方が
多いことも事実。「全館員がレファレンサー！」と胸を
張って言えるように，経験を共有化しつつ研鑚を積んで
いきたい。
（あらたにひろみ，いしたに
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